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序章 
緑の基本 

計画の説明 

序-１ 計画策定の背景と目的 

 

（１）計画策定の背景 

帯広市では、公園緑地の規模や配置を位置づけ、整備の指針となる「帯広圏緑

のマスタープラン」また、民有地や公共施設の緑化の指針とする「帯広市地域緑

化推進計画」を基本とし、緑化をすすめてきました。さらに平成７年には緑化の

実効性を高めるために市独自の緑化推進施策となる「緑倍増計画」を策定し、公

園緑地の整備や民有地緑化などの推進をはかってきました。 

近年では、エネルギー問題や地球温暖化など地球環境保護への取り組み、自然

環境の保全や自然との関わり、市民活動の多様化など市民ニーズの高まりなどか

ら、より快適な都市環境の形成とともに人と自然が共生する豊かな街づくりが求

められています。 

 

（２）計画策定の目的 

帯広市では、緑の現状やまちづくりの都市像を見据えながら、緑化を推進する

施策や市民活動による緑づくりを総合的かつ計画的に推進し、緑豊かで人と自然

にやさしい快適な都市環境を形成し、次世代に伝える緑の財産を育んでいくため、

本計画を策定しました。 

 

（３）市民参加の計画づくり 

計画の策定にあたっては、学識経験者、有識者及び市民の参加による市民レベ

ルの「まちづくり検討委員会」を組織し、主に第３部会において日常生活の視点

から現状と課題を捉え、これからの緑のあり方や緑づくりの基本方針、更には、

さまざまな施策について議論が深められ、計画案の作成が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

序章 緑の基本計画の説明 
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序-２ 計画の位置づけ 

 

本計画は、「第五期帯広市総合計画」（平成１２年度策定）を柱として、従来か

らすすめてきた緑のマスタープランや地域緑化推進計画などの緑づくりに関す

る諸計画を包括・継承しつつ新たな緑づくりの視点も加え、緑づくりの総合的な

計画として策定するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第五期帯広市総合計画 
 

 
従来の緑に関する諸計画 
 
緑のマスタープラン 
地域緑化推進計画 
緑倍増計画 
都市環境計画 
緑のまちづくり基本計画 

 

都市像： 

人と自然が共生する可能性の大地 

「新世紀を拓く田園都市おびひろ」 
 
まちづくりの目標（５つの方針） 
１． 安心安全都市 
２． 産業複合都市 
３． 環境共生都市 
４． 生涯学習都市 
５． 広域連携都市 

 

帯広市緑の基本計画 
（平成１６年～平成３５年） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

緑の将来像 
森と清流に育まれ、 
人と自然にやさしい 
みどり豊かな田園都市 

 

 

 

 

 

北海道都市計画 

マスタープラン 

 

平成２２年目標 
 

 

 
 

整備・開発・保

全に関する方

針の都市計画

決定 

 

 

 
基本的な方針の位置づけ 
・緑地の保全及び 

緑化推進の方針 
・緑地４系統の配置方針 

 

 

緑づくり 
の具体化 

包括継承 
新たな緑づくり 

基本的な方針 

行動計画 
 

 

 

計画の達成に向けた具体的な取り組み、事業 
 

推進施策を受けた 
行動計画の策定 
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序章 
緑の基本 

計画の説明 

序-３ 計画の目標年次 

 

計画期間は、２００４年（平成１６年）を初年度として２０２３年（平成３５

年）を目標年とする20年間とします。 

なお、計画は総合計画や都市計画の改定、緑づくりの進捗状況、新たな施策の

位置づけなど、必要に応じて見直しを行います。 

 

 

 

序-４ 計画の区域 

 

計画の対象区域は、主に都市計画区域とし「都市の緑」について計画を策定し

ていきます。 
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序‐５ まちづくりにおける緑の役割 

「緑」には、さまざまな機能があり、これらの機能を効果的に配置することで、

都市の環境や人々の生活環境が改善・維持され、持続する都市がつくられていき

ます。緑の大切さを市民が共通に理解し、快適で暮らしやすいまちづくりをすす

めるため、緑の役割を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園や街路樹は、地震や火災などの

災害時において、避難経路・避難地の

確保や火災の延焼を防止し、救援活動

や消化活動などでは地域の拠点にな

ります。また降雨時の流出量の抑制や

洪水の防止など、市民生活の安全を維

持し都市の防災性を高めます。 

 

樹木や樹林地、広々とした芝生、きれいに彩られた草花などにふれあい、自ら緑づ

くりを行うことで、心と体が癒され心身の豊かさが育まれます。 

役 割 

 

 

樹木や樹林地、草花などはきれいな

街並みを形成し、都市生活に潤いと安

らぎを与え、魅力的で地域性豊かなま

ちをつくります。 

 

 

 

樹木等の植物は都市の大気を浄化

し、騒音や振動等を緩和、都市の温暖

化を防止、都市の環境負荷の低減をは

かり、また、小動物の生育・生息地と

しての生態系を保全し、人と自然が共

生する暮らしやすい快適な都市の環境

をつくります。 

 

 

レクリェーションや遊び場、自然と

のふれあい、地域活動など市民のさま

ざまな活動の場として、安全に安心し

て利用できる人にやさしい活動空間

をつくります。 

 

人にやさしい 

活動空間をつくります 

人と自然が共生する 

快適な都市の環境をつくります

魅力あるきれいな 

街並みをつくります 

万が一の災害に備えた 

安全な都市づくりをすすめます

人々の心の豊かさを育みます
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序章 
緑の基本 

計画の説明 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

生物の生息・生育環境を保全 

田園の景観          きれいな街並み 

休息・休養の場     スポーツ・レクリェーション活動 

 

流量の調整や洪水の防止 

都市環境の保全 
レクリエーション 

景観形成 都市の防災 

大気汚染の浄化・騒音抑制        温暖化防止 
自然とのふれあい 

 

火災の延焼防止・遅延       災害時の避難場所 自然景観 

役割のイメージ図 
（機能） 

 心の豊かさの創造 

緑とのふれあい         豊かな地域づくり 
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序‐６ 計画の対象範囲 

 

緑の対象範囲は、公有地、民有地、建物の緑化のほか、都市のオープンスペー

スなどを｢つくる｣「まもる」「育てる」ためのそれぞれの活動を含めた緑全般を

対象とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住宅の庭や事業

所などにおける

樹木・花壇・芝

生など 

公共・公益施設等 

の樹木・花壇・芝生

など 

街路樹や植樹帯の

草花など 

河畔林や 

水辺地など

公園、緑地、

樹林地など

人とのかかわり

緑の啓蒙・普及

緑にかかわる

人づくり 

緑化への行動 

街並み、 

帯広らしさ 

自然とのふれあい 

緑の 

リサイクル

水辺空間、

自然環境

緑の範囲 


